







てつせき べんきやうしん かは あすかやま もの はな み しよせい うんどうくわい
第１回 鉄石の勉強心も変るならひの飛鳥山に物いふ花を見る書生の運動会
きんしん き はりゆみ ゆる と ん め あわぢちやう や ば
第２回 謹慎の気の張弓も弛む。不図だ目に淡路町の矢場あそび。
まごころ ともだち すゐ い け ん ひたい あせ ふき なつ ひ げしゆくすまゐ
第３回 真心もあつき朋友の粋な意見に額の汗を拭あへぬ夏の日の下宿住居
とりいれ た なみだ あめ ふり こ ま ち だ で き ふ で き
第４回 収穫も絶えて。涙の雨の降つづく。小町田の豊作不作
こころ さる いたづら もつれそめ こひ いとぐち
第５回 心の猿の悪戯にて縺初し恋の緒のむかしがたり
いつはり もつ ひ かざ た ぜんあく け じ め あくしよがよ
第６回 詐は以て非を飾るに足る善悪の差別もわかうどの悪所通ひ
けん ふしやう と ろう せう ろん きやくものがたり
第７回 賢と不肖とを問はず。老と少とを論ぜず。たぶらかしざしきの客物語




とく しつ が い り しょせい えんぜつ
第９回 一得あれば一失あり一我意あれば一理もある書生の演説
なまびょうはふおほ まちがひ み か た しょせい うでたて
第１０回 生兵法大きな間違をしでかして味方をぶちのめす書生の腕立
えんにち こ ま ち だ むかしなじみ
第１１回 つきせぬ縁日のそヾろあるきに小町田はからずも旧知己にあふ
がくかう お ひ だ お や ぢ しおくり た おかちやう なまけもの ほんやくさんまい
第１２回 学校から追出される。親父の送資は絶える。どこでたつ岡町に懶惰生の翻訳三昧
こころ よひやみ う ろ ヽ む ろ ヽ ふみまよ なんにょ みつだん
第１３回 心の宵闇に有漏路無漏路を踏迷ふ男女の密談
きんがんとお こまごめ おんせん さ い ど まちがへ
第１４回 近眼遠からず駒込の温泉に再度の間違
ふ る き たづ しんぶんし くわうこく かほどり ゆ か り ひと し
第１５回 旧人を尋ぬる新聞紙の広告に。児鳥ゆくりなく由縁の人を知る
く ろ ろ うすばをり なかだち うす え に し もりやま くら せ めんだん
第１６回 黒絽の薄羽織の媒分にて。薄からぬ縁因をしる守山と倉瀬の面談
ぶ ん い も じ ど ほ が きやうだい びやう ほ う ち
第１７回 文意を文字通りにみや賀の兄弟そヾろにコレラ病の報知におどろく
はる うめぞのちやう こころ はな ひら おや むすめ ふ し ぎ さいくわい
第１８回上下 春ならねども梅園町に心の花の開けそむる。親と女との不思儀の再会





































































Tom Brown at Oxford（小説の名）
Extremes justify the means











































































いもと お っ か
下宿住居」で、いずれも書生のことばとして「初版」で「妹」「慈母さん」とあるが、「選





































































































































































































































































the student ゼ、スチユウデント ゼ・スチユーデント
weakness ウ井イク子ス ウヰークネス
weak ウ井イク ウイーク












































































































の濁音であるヂであるべきだが，日本語特有のジの発音（DI でもなくまた ZI でもない
JI）をすべてジをもって表すこととなつたもので，従つてまた本来日本語にないヴアイ
オリンやヴエニスなどの作り字は一切排撃されてすべてバまたはベに統一されることと
なるわけである（略）
「選集版」が発行された昭和初期でも、まだ「ヂ」と「ジ」の区別をしており、「ヂ」の
表記が多く見られるということだろう。
また、原音［di］には、現代「デ」で示されるものもある。『書生気質』には「idealism」
が、「初版」では「アイデヤリズム」、「選集版」では「アイデアリズム」で示されており、「di」
の部分は「デ」が使われている。「idea」は、現代でも新聞社・通信社や放送では「デ」を
使うことが多い。
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（１５）
初版・選集版 現代
ツ ツ、トゥ
表２２ 「初版」⇒「選集版」⇒現代の変化
原語 初版・選集版
into インツウ
to、too、two ツウ
表２３ 外来音「トゥ」に対応する語
２．４．３ イ列・エ列の次の「ア」
２．４．２で示した１９４１年の新聞記事には国民学校の教科書で「ヂ」が「ジ」に統一されたほ
か、「イヤ」も「イア」に統一されたことが示されている。しかし、『書生気質』では「初版」
「選集版」ともにイ列、エ列の次の「ア」について１語を除いて「ヤ」で示している。「初
版」と「選集版」とで語形が異なるのは「idealism」だけである。「初版」は「アイデヤリ
ズム」、「選集版」は「アイデアリズム」である。「初版」と「選集版」とが同じ語形のもの
には「フヘヤ」（where）、「ダイヤモンド」（diamond）、「ジニヤス」（genius）、「ヒヤヒヤ」
（hear）、「ジンジンビヤ」（beer）などがある。
２．４．４ 外来音「クェ」に対応する語
「クォ」については、２．３．４で説明したとおりである。また「クァ」「クィ」には対応する
語はない。外来音「クェ」に対応する語は「question」のみである。「初版」「選集版」とも
に「クエツシヨン」の語形を使っている。現代では「クエスチョン」（『NHKことばのハン
ドブック第２版』２００５・NHK出版）、あるいは「クエッション」の語形も見られる（『大辞
林第４版』２０１９）。
２．４．５ 外来音「トゥ」に対応する語
原音が［tu］のものを取り上げる。原音が［t］の語も「トゥ」となることが考えられる
が、「初版」「選集版」および現代でも「ト」が使われており、変化がないため、今回は取り
上げない。例えば、「初版」は「カントリイ」、「選集版」と現代は「カントリー」などの例
である。
外来音「トゥ」に対応する語は、いずれも「ツ」が使われている。なお、外来音「ドゥ」
に該当する外来語は『書生気質』には見られない。
２．４．６ 外来音「テュ」に対応する語
原音［tju］に該当する語である。表２５の２例である。該当の外来音「テュ」に対応する
部分は「初版」も「選集版」も「チユ」であり、「unfortunate」など原音［ʧ］と同じ表記
が使われている。
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（１６）
初版・選集版 現代
チユ チュ
表２４ 「初版」⇒「選集版」⇒現代の変化
原語 初版 選集版
prostitute プロスチチユート プロスチチユート
student スチユウデント スチユーデント
表２５ 外来音「テュ」に対応する語
なお、「student」は、現代のカタカナ表記でも「テュ」が使われることは少なく、「チュ」
を使った「スチューデント」が一般的である。
３．まとめ
『書生気質』に見られる外来語の語形を「初版」と「選集版」とで比較し、明治時代の外
来語流入期にどのように外来音をカタカナで再現しようとしたのか、また、昭和に入って、
それらがどのように変化したのか、語形の変化の一端を見ることができた。
すなわち、楳垣（１９６３）も述べているとおり明治時代には、耳から取り入れた外国語を外
来語として使っていた。例えば、［va］を「ウバ」と表記し、耳で聞いた外来音を再現しよ
うとするくふうが見られる。こうした傾向が『書生気質』の「初版」に見える。一方、昭和
のはじめには、現代の語形に近づいており、日本人の発音を考えた語形が使われていること
がわかる。例えば、［fi］を示すのに「初版」では現代では見られないような「フヒ」「フ㽲」
などの表記が見られたのに対して、「選集版」では日本語の音韻の範囲での表記である「ヒ」
に変更されている。［v］の語形の変化を見ても同様のことが言えそうである。
「初版」と「選集版」とで語形が変化していないものについては、現代に引き継がれる語
形が多く見られるのが特徴的である。外来音「ティ」「ディ」に対応する語は、「チ」「ヂ」
あるいは「テイ」「デイ」「テ」「デ」が見られ、「初版」と「選集版」とで変化がない。現代
では「ティ」「ディ」が出やすくなっているが、「チ」「テ」「デ」で定着している語も多い。
例えば「ロマンチック」「ステッキ」「アイデアリズム（アイデャリズム）」などは『書生気
質』でも現代でもこの表記が使われる。外来音「トゥ」や「テュ」も同様である。現代では
「トゥ」「テュ」の表記も見られるが、『書生気質』にある該当の単語は「ツー」「スチュー
デント」で、これらは現代でも「ツ」「チュ」が使われている例である。こうしたことから、
原音に近い表記が使われることが多い現代でも、明治時代からの慣用が定着している語は、
語形が変化していないことがわかる。
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（１７）
注（１） 国立国会図書館に所蔵されている『書生気質』には、１８８７年に合冊になったものや、１８８６年
に前編、後編に分けて発行されているものもある。今回、「初版」「選集版」のほかに合冊になっ
たものも確認したところ、外来語の表記で、一部異なる部分があることがわかった。例えば、
第３回の「初版」には「アンパンクチユアル（時間を違へる事をいふ）」（「選集版」の語形は
ふめんみつ
「アンパンクチュアル」）とあるが、１８８７年の合冊では「アンパンチユアル〔不綿密〕」である。
また、第７回の「初版」には「デビリツシユ、ワイフ〔外道面の女房〕」（「選集版」では「デ
ビリツシユ・ワイフ」）とあるが、合冊では外来語がなく「外道面の女房」とあるだけである。
か ら
第９回の「初版」に「ヴヱイカント〔空虚〕」（「選集版」の語形は「ヴエイカント」）とある語
か ら
は、合冊では「ウエイカント〔空虚〕」である。ただし、今回は、『書生気質』の各版について
比較することをテーマとしていないため、違いがあることだけを記すにとどめる。
（２）「選集版」には『日本近代文学大系』（角川書店・１９７４）に収録されているものもある。本稿
では春陽堂のものを使用した。春陽堂のもので誤植が疑われるものは、一部『日本近代文学大
系』掲載の語形を取り上げた。こうしたものは注釈に示した。
（３）「選集版」の記述は、「コンフツシヨン」に見える。『日本近代文学大系』（角川書店・１９７４）
では「コンフエツシヨン」とあることから、本稿では後者の記述を示す。
（４）「father」のカタカナ表記は、「初版」で「フハザア」、「選集版」で「フアザア」という形に
変化している場合がほとんどである。ただし、『書生気質』の１７回のみ「初版」も「選集版」
も「フザア」となっている。
（５） 実際の語形は「初版」は「ジヤスチフワイ」、「選集版」は「ヂヤスチフワイ」である。
（６）「初版」は「アンフホウチユ子イト」、「選集版」は「アンフホウチユネイト」と「ネ」の表
記が異なっているだけである。
（７） 今回テキストとした「選集版」の表記は、「ワオツチ」に見えるが『日本近代文学大系』（角
川書店・１９７４）では「ウオツチ」とあることから、本稿では後者の記述を示す。
（８）『増訂華英通語』は、１８６０（万延元）年に福沢諭吉によって出版された英語の単語集である。
英語の単語に中国語の訳が示されており、そこに福沢によって英語の読み方がカタカナで記さ
れ、日本語訳もつけられている。
（９）『NHKことばのハンドブック第２版』（２００５・NHK出版）によると、現代の放送では「イエ
ローストン」が使われている。
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（１８）
（１９２６‐２７） 『逍遙選集』（春陽堂）
（１９７４） 「坪内逍遙集」『日本近代文学大系』（角川書店）
米川明彦（１９８５）「近代における外来語の定着過程」『京都府立大学生活文化センター年報第９号
（１９８４）』
（やましたようこ 本学大学院博士課程後期課程在学生）
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（１９）
